


　　　しかけカードの作り方
ふるうち　ひかる
　しかけカードを見たことがありますか。とび出すしかけ、つまみを引っぱるとうごくしかけ、あなから何かが見えるしかけなど、たくさんのしゅるいの　しかけカードがあります。
　上のしゃしんは、ひらくと、かざりがとび出すしかけのカードです。このようなカードの作り方を　せつめいします。

〈ざいりょうとどうぐ〉
・色画用紙　二まい（大・小　一まいずつ）
・のり
・はさみ
・じょうぎ

〈作り方〉
　まず、大きい色画用紙で、カードを作ります。画用紙を半分におって、おったほうから、
しゃしんのように　切りこみを二本入れます。切りこみの長さは、四センチメートル、切りこみの間は、三センチメートルぐらいにします。じょうぎで、はかりましょう。
　つぎに、切ったところを　しゃしんのようにおります。はんたいがわにも同じようにおります。こうすると、おったところに線がついて、後でかんたんに　おし上げられるようになります。
　それから、色画用紙をひらきます。手を　色画用紙の後ろに当てて、さっきおったところを　おし上げます。すると、山ができます。山ができたら、そのまま色画用紙をとじて、しっかりおさえます。山が、しかけの台になります。
　こんどは、小さい色画用紙で、しかけの台にはる　かざりを作ります。かざりが大きすぎると、カードをとじたときに　はみ出してしまいます。また、かざりが小さすぎると、台が見えてしまいます。
　さいごに、しかけの台に、のりで　かざりをはります。はるときは、しゃしんのように、カードを半分ひらいて、台を立てます。そして、かざりの右はしに　そろえてはります。こうすると、カードをとじたときに、かざりがおれません。それで、ひらいたときに、きれいにとび出します。
　これで、しかけカードのできあがりです。
〈つかい方〉
　カードに絵や文をかいて、人におくります。
たんじょう日カードや「ありがとう」の気もちをつたえる　カードにしても　いいですね。
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